






























































ドされるタンパク質であることを決定した。次に、 Isp3と緑色蛍光タンパク質 (GFP) との融合タンパク
質を観察し、胞チ表層に間在することを確認した。さらに、 p23/1sp3タンパク質のカルボキシ末端付近に、
花粉アレルゲンタンパク質と共通するモチーフが存在することを見いだし、酵母の胞子と花粉との進化的
な関係について論議した。
本研究は従来ほとんど行われてこなかった、酵母の拍子発芽の基本過程と制御機構の概略を解明するこ
とに成功した。その知見は酵母にとどまらず、多細胞真核生物の静止期からの増荊開始機構ともつながり
を持つものと考えられる。このように、本論文は真核生物の増員((制御に新たな視点を与えるものと高く評
師でき、博士(理学)の学位を慢与するに備するものと審査した。
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